
重点的に取り組む事業

令和６年度の新規の施策や「福岡県の教育施策の体系」（５ページ）に示す８の項目にお

いて、特に重点的に取り組む施策に関する事業について、以下に示します。

１ 学力向上総合推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９

２ グローバル化に対応した英語教育推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・５０

３ 福岡県体力向上総合推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１

４ 福岡県部活動改革推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１

５ ワンヘルス教育総合推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５２

６ 読書好きを育む環境づくり応援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３

７ 読書バリアフリー推進事業（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３

８ いじめ・不登校総合対策事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５４

９ 保護者と学ぶ児童生徒の規範意識育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・５５

１０ 地域と一体となった学校づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５

１１ 「鍛
きた

ほめ福岡メソッド」総合推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５６

１２ 特別支援教育の推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７

１３ キャリア教育総合推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５８

１４ ＩＣＴを活用した教育推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・５９

１５ 児童生徒を取り巻く生活環境改善事業・・・・・・・・・・・・・・・・・６０

１６ 教職員の働き方改革推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・６０

１７ ジュニアアスリート育成・女性アスリート支援・競技団体等活性化事業・・・６１

１８ ふくおか社会教育応援隊事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１

１９ 古代日本の「西の都」魅力発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２

２０ 人権が大切にされた社会をめざす生徒のリーダーシップ育成事業（新規）・・６２

＜参考資料＞重点的に取り組む事業に関する予算概要・・・・・・・・・・・・・・６３

※（一部新規）中の の部分が新規事業を表す
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１１　　学学力力向向上上総総合合推推進進事事業業 義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課・・社社会会教教育育課課

県、市町村、学校が一体となった学力向上の取組を総合的に展開することにより、児童生
徒の実態に即した取組を強化して、確かな学力を育みます。

　　　事業費：411,474千円　

【【家家庭庭教教育育をを支支援援すするる取取組組】】
◆学習習慣の定着に関する啓発等

・県社会教育主事等がリーフレット「福岡県家庭教育

のすすめ」等を活用し、学力の基盤となる基本的生

活習慣や家庭での学習習慣の定着について、保護者

等への情報提供及び啓発

◆県ＰＴＡ連合会と連携した取組

・PTAが実施する‟新”家庭教育宣言等における基本的

生活習慣の定着を図る取組の奨励

【【学学校校とと地地域域のの効効果果的的なな連連携携・・協協働働】】
◆地域学校協働活動事業

・地域学校協働本部を設置し、学校支援、学習支援等

を実施する市町村を支援

・地域学校協働活動推進員、協働活動サポーター等

研修会の開催

◆コミュニティ・スクールの推進・充実

・コミュニティ・スクール導入後の取組の充実に向け

た研修会の開催

学校、家庭、地域の連携・協働

確確かかなな学学力力のの育育成成

◆◆ふふくくおおかか学学力力アアッッププ推推進進事事業業

○学力調査の実施
・福岡県学力調査…小５、中１・２
・市町村、小中学校の取組状況調査

○学力向上推進会議の設置
・県の統一的な取組や各地区の課
題に応じた取組を推進

○学力向上推進強化市町村の指定
・県内 市町村（学校組合）
・学力向上支援チームの派遣
・学力向上施策の助成

○非常勤講師の派遣
・少人数指導、習熟度別指導等の
きめ細かな指導の充実

○目標値設定
・小・中学校が設定する目標値を基
に、市町村や地区の目標値を設定

○小・中連携教育の推進
・小・中学校間の教員による授業
交流、合同研修会の促進

○両指定都市との連携強化
・教育長懇談会、連絡会議等の定
期開催

・教材集、手引等の相互活用

◆◆学学級級づづくくりりとと個個別別最最適適なな学学習習にに
よよるる確確かかなな学学力力のの育育成成推推進進事事
業業

・研究指定校における、児童生徒
の学級適応感の分析、学力状況
の正確な把握（県学力調査の
IRT・CBT化に向けた試行）、
学力低位層の学力向上の取組等

市町村教育委員会支援

教員の指導力の向上

市町村・学校の

学力向上推進

体制の整備

○基礎的な知識・技能

○思考力・判断力・表現力

○学習意欲・学習習慣

児児童童生生徒徒

◆◆ふふくくおおかか学学力力アアッッププ推推進進事事業業

○基礎・基本を含む活用力育成

教材集及びチャレンジテスト
・教材集…小４～６、中１～３
・チャレンジテスト…小４
・ふくおか学力向上Webシステム
による課題分析支援

◆◆学学力力向向上上推推進進拠拠点点校校指指定定事事業業

〇学力向上推進拠点校の指定
・学力向上推進拠点校（中学校）６校
・学習支援員の派遣
・指導主事の重点的な派遣
・研究費の助成

◆◆「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」推推
進進事事業業

○外国語科授業力向上実践講座
（対象者）
・中学校外国語科担当教員
（内容）
・言語活動を中心とした授業構想

の支援

◆◆授授業業力力向向上上、、学学力力向向上上ププラランン
改改善善のの支支援援

・授業づくり支援チーム及び学力向
上フォローアップチームの派遣

・県立高校入試問題を活用した授
業改善・学習資料の作成・配布

・学習到達度診断シート（未来へ
の一歩）や動画コンテンツ（算
数・数学、外国語）、授業チェッ
クリストの活用

学校・教員支援

○学力向上に向けた「校長説明会」等の開催 ○ 携帯電話・スマートフォンのルールづくりの推進
○「チーム学校」等の強化

その他の取組

重点的に取り組む事業

令和６年度の新規の施策や「福岡県の教育施策の体系」（５ページ）に示す８の項目にお

いて、特に重点的に取り組む施策に関する事業について、以下に示します。

１ 学力向上総合推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９

２ グローバル化に対応した英語教育推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・５０

３ 福岡県体力向上総合推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１

４ 福岡県部活動改革推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１

５ ワンヘルス教育総合推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５２

６ 読書好きを育む環境づくり応援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３

７ 読書バリアフリー推進事業（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３

８ いじめ・不登校総合対策事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５４

９ 保護者と学ぶ児童生徒の規範意識育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・５５

１０ 地域と一体となった学校づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５

１１ 「鍛
きた

ほめ福岡メソッド」総合推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５６

１２ 特別支援教育の推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７

１３ キャリア教育総合推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・・５８

１４ ＩＣＴを活用した教育推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・５９

１５ 児童生徒を取り巻く生活環境改善事業・・・・・・・・・・・・・・・・・６０

１６ 教職員の働き方改革推進事業（一部新規）・・・・・・・・・・・・・・・６０

１７ ジュニアアスリート育成・女性アスリート支援・競技団体等活性化事業・・・６１

１８ ふくおか社会教育応援隊事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１

１９ 古代日本の「西の都」魅力発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２

２０ 人権が大切にされた社会をめざす生徒のリーダーシップ育成事業（新規）・・６２

＜参考資料＞重点的に取り組む事業に関する予算概要・・・・・・・・・・・・・・６３

※（一部新規）中の の部分が新規事業を表す
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２２　　ググロローーババルル化化にに対対応応ししたた英英語語教教育育推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課

小学校教員及び中・高等学校英語教員の英語力・指導力を高めるとともに、小・中・高で
一貫性のある英語教育を実施することをとおして、英語力や英語で積極的にコミュニケー
ションを図る態度を養成し、海外留学を志す児童生徒及びグローバル社会で活躍する人材を
育成します。

事業費：475,290千円　

英英語語でで積積極極的的ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図るる態態度度をを身身にに付付けけ、、

ググロローーババルル社社会会でで活活躍躍すするる人人材材をを育育成成

１１ 教教員員のの英英語語指指導導力力のの向向上上
○力量を備えた教員の採用

２２ 小小学学生生のの英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの意意欲欲向向上上
〇言語活動を通して指導することへの支援
〇県域の小学６年生を対象とした英検 の提供

１１ 英英語語力力のの高高いい生生徒徒のの育育成成
○県域の中学生を対象とした英検 テストの実施
○中学生英語スピーチコンテストの開催
○ （外国語指導助手）の配置・活用
○ スペシャリスト（英語イマージョン教育等の実践・普及も担う ）、

（ネイティブ英語教員）の配置・活用＜高＞
○ を活用したオンライン英会話の実施＜高＞

２２ 教教員員のの英英語語力力・・指指導導力力のの向向上上
○教員の英語指導力向上研修の実施・充実
○ 及び スペシャリストによる公開授業の実施＜高＞

３３ 高高校校生生のの海海外外留留学学のの促促進進
○「福岡から世界へ」人材育成プログラムの実施
○海外留学の手続・費用等に係る説明会の実施
○海外留学経費の助成
○留学経験者による留学の促進活動

【課題】 ■児童生徒の英語力の向上 ■小・中・高校教員の英語力・指導力の向上

■高校生の海外留学に対する意識や意欲の向上

中中・・高高等等学学校校ににおおけけるる英英語語教教育育のの高高度度化化へへのの対対応応

豊豊かかなな国国際際感感覚覚のの

醸醸成成

児児童童生生徒徒のの

英英語語力力のの向向上上

小小学学校校ににおおけけるる英英語語教教育育のの教教科科化化へへのの対対応応

教教員員のの英英語語力力・・

指指導導力力のの向向上上

−50−



　　　　４４　　福福岡岡県県部部活活動動改改革革推推進進事事業業

　生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境の構築のため、部活動改革協議会や実証事業等の
実施、指導者向け研修会の開催等により、部活動改革に係る総合的な取組を推進します。

事業費：225,835千円

３３　　福福岡岡県県体体力力向向上上総総合合推推進進事事業業 体体育育ススポポーーツツ健健康康課課

　子どもの運動やスポーツをする習慣の定着と体力向上のため、スポコン広場の実施や教員の指導
力向上に向けた研修会の開催等により、子どもの体力向上に係る総合的な取組を実施します。

事業費：1,640千円

４４　　福福岡岡県県部部活活動動改改革革推推進進事事業業 体体育育ススポポーーツツ健健康康課課・・高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課

子子どどもものの運運動動ややススポポーーツツををすするる習習慣慣のの定定着着とと体体力力向向上上

子子どどもものの体体力力向向上上にに係係るる総総合合的的なな取取組組

体体育育・・保保健健体体育育科科授授業業のの充充実実・・改改善善

「「１１校校１１取取組組」」運運動動をを位位置置付付けけたた体体力力向向上上ププラランンのの

作作成成・・実実施施（（計計画画的的・・継継続続的的なな取取組組のの充充実実））

「運動やスポーツの楽しさ・喜び」の実感

運運動動ややススポポーーツツへへのの動動機機付付けけとと習習慣慣化化 教教員員のの指指導導力力向向上上

小小学学生生チチャャレレンンジジススポポーーツツププロロジジェェククトト
○「スポコン広場チャレンジランキングゾーン」の実施

○「みんなでダンス」の実施

○スポコン広場地区大会の開催

小小・・中中学学校校体体力力向向上上指指導導者者

研研修修会会
○小・中学校の体育担当教員を対

象として、体力向上に関する取組

についての研修を実施
体体力力アアッッププシシーートトのの配配布布
○運動やスポーツへの動機付けを図るため、運動・スポーツへ

の取組や新体力テストの結果が記録できるシートを配布

生生徒徒ににととっってて望望ままししいいススポポーーツツ・・文文化化芸芸術術環環境境のの構構築築

部部活活動動改改革革にに係係るる総総合合的的なな取取組組

〇〇部部活活動動改改革革協協議議会会・・説説明明会会のの開開催催
・県及び市町村における部活動改革の方針や進捗状況

及び課題等について検討する協議会の設置

・部活動の地域移行に関する研修会及び説明会の実施

〇〇部部活活動動のの地地域域移移行行にに向向けけたた実実証証事事業業
・体制整備、指導者の質の保障・量の確保、関係団体・分野

との連携強化等について実証し、県内に広く普及

〇〇部部活活動動指指導導員員のの配配置置支支援援
・部活動の指導体制の充実

・教職員の負担軽減

実実施施主主体体、、人人材材確確保保等等のの環環境境づづくくりり

〇〇運運動動部部活活動動指指導導力力向向上上研研修修会会
・中・高等学校の運動部活動顧問を対象とし

た指導力向上のための講義及び実技

〇〇部部活活動動指指導導員員研研修修会会
・部活動の指導体制の在り方や生徒理解に

基づく指導法等に関する研修

〇〇部部活活動動改改革革セセミミナナーー
・各市町村の関係者等を対象とした部活動

改革に係る国の動向や先進地域の実践等

を共有するセミナー

指指導導者者向向けけ研研修修会会等等

連連携携

人人づづくくりり・・
県県民民生生活活部部

教教育育庁庁

武武道道等等指指導導者者養養成成研研修修会会
○中・高等学校の保健体育教員を

対象として、武道の楽しさを味わ

うための指導法を学ぶ研修を実

施（柔道、剣道、空手道）

福福岡岡県県体体力力向向上上推推進進委委員員会会
○体育・保健体育授業検討部会、運動日常化推進部会において、

体力向上に向けた具体的な取組を検討

２２　　ググロローーババルル化化にに対対応応ししたた英英語語教教育育推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課

小学校教員及び中・高等学校英語教員の英語力・指導力を高めるとともに、小・中・高で
一貫性のある英語教育を実施することをとおして、英語力や英語で積極的にコミュニケー
ションを図る態度を養成し、海外留学を志す児童生徒及びグローバル社会で活躍する人材を
育成します。

事業費：475,290千円　

英英語語でで積積極極的的ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図るる態態度度をを身身にに付付けけ、、

ググロローーババルル社社会会でで活活躍躍すするる人人材材をを育育成成

１１ 教教員員のの英英語語指指導導力力のの向向上上
○力量を備えた教員の採用

２２ 小小学学生生のの英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの意意欲欲向向上上
〇言語活動を通して指導することへの支援
〇県域の小学６年生を対象とした英検 の提供

１１ 英英語語力力のの高高いい生生徒徒のの育育成成
○県域の中学生を対象とした英検 テストの実施
○中学生英語スピーチコンテストの開催
○ （外国語指導助手）の配置・活用
○ スペシャリスト（英語イマージョン教育等の実践・普及も担う ）、

（ネイティブ英語教員）の配置・活用＜高＞
○ を活用したオンライン英会話の実施＜高＞

２２ 教教員員のの英英語語力力・・指指導導力力のの向向上上
○教員の英語指導力向上研修の実施・充実
○ 及び スペシャリストによる公開授業の実施＜高＞

３３ 高高校校生生のの海海外外留留学学のの促促進進
○「福岡から世界へ」人材育成プログラムの実施
○海外留学の手続・費用等に係る説明会の実施
○海外留学経費の助成
○留学経験者による留学の促進活動

【課題】 ■児童生徒の英語力の向上 ■小・中・高校教員の英語力・指導力の向上

■高校生の海外留学に対する意識や意欲の向上

中中・・高高等等学学校校ににおおけけるる英英語語教教育育のの高高度度化化へへのの対対応応

豊豊かかなな国国際際感感覚覚のの

醸醸成成

児児童童生生徒徒のの

英英語語力力のの向向上上

小小学学校校ににおおけけるる英英語語教教育育のの教教科科化化へへのの対対応応

教教員員のの英英語語力力・・

指指導導力力のの向向上上
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５５　　ワワンンヘヘルルスス教教育育総総合合推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・社社会会教教育育課課・・体体育育ススポポーーツツ健健康康課課

　児童・生徒が生涯にわたって自らの健康や環境を適切に管理・改善していくための資質・能力
を身に付けるため、義務教育段階から高等学校段階までの系統性ある「ワンヘルス教育」の推進
を図るとともに、「ワンヘルス」の理念の普及・啓発を図ります。

事業費：19,229千円

指導・助言

生生涯涯ににわわたたっってて自自ららのの健健康康やや環環境境をを適適切切にに

管管理理・・改改善善ししてていいくくたためめのの資資質質・・能能力力のの育育成成

★★

ワワ
ンン
ヘヘ
ルル
スス
のの
理理
念念
のの
普普
及及
・・啓啓
発発

★★

ワワ
ンン
ヘヘ
ルル
スス
教教
育育
のの
推推
進進

義義務務教教育育段段階階ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

＜実践内容＞

◆小学校における動物
飼育相談に係る学校
支援

◆農業高校を活用した
ワンヘルス学習の実施

◆教員向けワンヘルス教
育推進研修（オンデマ
ンド型）の実施

成果報告

＜推進委員会で協議する内容＞

◆ワンヘルス教育の目的及び目指す生徒像 ◆関係部局・団体等との連携の在り方
◆小・中・高の系統性を踏まえたワンヘルス教育の実践 ◆学校、保護者、地域に対する周知・啓発

学識者、獣医師会、医師会、市民団体、実践協力校、福岡県高等学校保健会、
福岡県関係部局、県教委

ワワンンヘヘルルスス教教育育推推進進委委員員会会

構成

高高校校教教育育段段階階ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

青青少少年年教教育育施施設設ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

＜実践内容＞

◆ワンヘルス教育推進教員
向け研修会の実施

◆外部講師の活用による講演
会の実施

◆農業高校における先進的、
重点的な取組及び実践発表

◆ワンヘルス教育の実践内容
の共有及び普及・啓発・推進

◆「福岡から世界へ」人材育成
プログラムの中でのワンヘル
スに関する学習

＜実践内容＞

◆屋外用案内板を設置

してワンヘルスプロ

グラムを実施

◆ワンヘルス教育の普

及・啓発のためのパ

ネル展示

ワンヘルス教育に関する啓発資料（リーフレット）の配布

【小学校低学年版、小学校高学年版、中学校版、高等学校版 】
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７７　　読読書書ババリリアアフフリリーー推推進進事事業業（（新新規規）） 社社会会教教育育課課

　福岡県読書バリアフリー推進計画に基づき、障がいの有無に関わらず、全ての人が等しく
読書をすることができる社会を実現するために、県立図書館が推進拠点となって福岡点字図
書館と連携して、職員研修をはじめとした公立図書館への支援及び利用者へのサービスの充
実を図ります。

事業費：4,738千円　

６６　　読読書書好好ききをを育育むむ環環境境づづくくりり応応援援事事業業 社社会会教教育育課課

  乳幼児から中学生までを対象とした発達段階に応じた読書活動の取組や保護者への啓発、
読書活動の気運を高める特色ある取組の支援を通して、「読書が好きな子ども」が育まれる
環境づくりを推進します。

事業費：3,991千円　

５５　　ワワンンヘヘルルスス教教育育総総合合推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・社社会会教教育育課課・・体体育育ススポポーーツツ健健康康課課

　児童・生徒が生涯にわたって自らの健康や環境を適切に管理・改善していくための資質・能力
を身に付けるため、義務教育段階から高等学校段階までの系統性ある「ワンヘルス教育」の推進
を図るとともに、「ワンヘルス」の理念の普及・啓発を図ります。

事業費：19,229千円

指導・助言

生生涯涯ににわわたたっってて自自ららのの健健康康やや環環境境をを適適切切にに

管管理理・・改改善善ししてていいくくたためめのの資資質質・・能能力力のの育育成成

★★

ワワ
ンン
ヘヘ
ルル
スス
のの
理理
念念
のの
普普
及及
・・啓啓
発発

★★

ワワ
ンン
ヘヘ
ルル
スス
教教
育育
のの
推推
進進

義義務務教教育育段段階階ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

＜実践内容＞

◆小学校における動物
飼育相談に係る学校
支援

◆農業高校を活用した
ワンヘルス学習の実施

◆教員向けワンヘルス教
育推進研修（オンデマ
ンド型）の実施

成果報告

＜推進委員会で協議する内容＞

◆ワンヘルス教育の目的及び目指す生徒像 ◆関係部局・団体等との連携の在り方
◆小・中・高の系統性を踏まえたワンヘルス教育の実践 ◆学校、保護者、地域に対する周知・啓発

学識者、獣医師会、医師会、市民団体、実践協力校、福岡県高等学校保健会、
福岡県関係部局、県教委

ワワンンヘヘルルスス教教育育推推進進委委員員会会

構成

高高校校教教育育段段階階ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

青青少少年年教教育育施施設設ににおおけけるる

ワワンンヘヘルルスス教教育育

＜実践内容＞

◆ワンヘルス教育推進教員
向け研修会の実施

◆外部講師の活用による講演
会の実施

◆農業高校における先進的、
重点的な取組及び実践発表

◆ワンヘルス教育の実践内容
の共有及び普及・啓発・推進

◆「福岡から世界へ」人材育成
プログラムの中でのワンヘル
スに関する学習

＜実践内容＞

◆屋外用案内板を設置

してワンヘルスプロ

グラムを実施

◆ワンヘルス教育の普

及・啓発のためのパ

ネル展示

ワンヘルス教育に関する啓発資料（リーフレット）の配布

【小学校低学年版、小学校高学年版、中学校版、高等学校版 】
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　　事業費：686,916千円　

８８　　いいじじめめ・・不不登登校校総総合合対対策策事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

　スクールカウンセラー等の専門家や関係機関等との連携・協働、一人一人に応じた多様な
支援により、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、社会的に自立することを目指し、誰も
が安心して学べる魅力ある学校づくりを推進します。

いじめ・不登校

の予防・解消

魅力ある学校

いじめ･不登校

の予防・解消

ススククーールルカカウウンンセセララーー等等

活活用用事事業業

○スクールカウンセラーを全小・

中学校（指定都市を除く）及び

全県立学校に配置

○スクールカウンセラーや各種相

談員への指導助言、緊急を要す

る事案等への対応を行うスクー

ルカウンセラースーパーバイザ

ーを各教育事務所に配置

○県立学校の不登校解消等のため、

訪問相談員等を各学区に配置

いいじじめめ・・不不登登校校対対策策相相談談事事業業

「「子子どどももホホッットトラライインン２２４４」」相相談談事事業業
○土曜・日曜を含む２４時間対応

教育相談の実施

○児童生徒や保護者からの電話相

談・メール相談・面接相談への

対応

○虐待に関する他機関との連携

ＳＳＮＮＳＳをを活活用用ししたた教教育育相相談談事事業業
○児童生徒のコミュニケーション

手段として利用が進むＳＮＳを

活用した双方向システムにより、

様々な悩みや不安等に対応する

教育相談の実施

教教育育相相談談体体制制のの構構築築、、

関関係係機機関関･･地地域域ととのの連連携携
○教育相談ネットワークの構築

○学校警察連絡協議会

○ふくおか児童生徒健全育成サ

ポート制度の適切な運用

○学校の法的対応に関する弁護

士との連携

豊豊かかなな人人間間性性のの育育成成
○福岡県豊かな心育成推進会議

○子どもの人間関係形成や社会性を育成する「ピア・サポート活動」の実践等

（いじめ・不登校を生まない教育活動の推進）

○全中学校区 指定都市･中核市を除

く へのスクールソーシャルワー

カー配置経費の助成

○生徒指導上の諸課題を抱える中学

校区への専門スタッフ（スクール

ソーシャルワーカーや退職警察官）

の配置

○弁護士による学校危機管理に関す

る研修の実施

○不登校や中途退学等生徒指導上の

諸課題を抱える県立高校にスクー

ルソーシャルワーカーを配置

○福岡県いじめ問題総合対策
【改訂版】に基づく取組の実施

○いじめの未然防止・早期発見・早
期対応の手引【改訂版】の活用

○いじめ問題対策連絡協議会
○福岡県県立学校いじめ防止対策
推進委員会

○学校生活・環境多面調査の活用
○保護者用リーフレットの配布

児児童童生生徒徒をを取取りり巻巻くく
生生活活環環境境改改善善事事業業

いいじじめめ問問題題対対策策のの推推進進

○「福岡県不登校児童生徒支援グラン
ドデザイン」の実現
・福岡県不登校児童生徒支援会議
・市町村が設置する教育支援セン
ターの機能強化

・ＩＣＴによる不登校児童生徒への
学習・相談支援

・校内教育支援センター（小学校）
への支援員の配置助成

・保護者用、教員用リーフレット
「アクション 」及び不登校児童生
徒支援リーフレットの配布

・不登校予防診断チェックリストの
活用

・不登校及び不登校兆候児童生徒へ
のチーム支援（マンツーマン方式）

○不登校生徒へのオンライン学習環境
の提供（県立学校）

○県立高校において、「学びの多様化
学校」としての特例学級の設置準備

○博多青松高校の通信制課程において、
協力校でのスクーリング 面接指導
を実施

不不登登校校対対策策のの推推進進

教育相談体制

の整備・充実

不登校児童生

徒の学びの場

の確保
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コミュニティ・スクールや地域学校協働本部の導入・実践に取り組む市町村を支援すると
ともに、県立高校にコミュニティ・スクールと地域学校協働本部を導入・整備することで、
学校、家庭、地域が連携・協働して子どもたちを育成する体制を整え、「地域とともにある
学校づくり」及び「学校を核とした地域づくり」を推進します。

事業費：112,043千円　

９９　　保保護護者者とと学学ぶぶ児児童童生生徒徒のの規規範範意意識識育育成成事事業業 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

保護者が児童生徒とともに規範意識について学ぶことで、保護者の規範意識や養育に関す
る責任感を高め、さらに学校と家庭との連携を図り、児童生徒の規範意識を育成します。

事業費：4,664千円　

１１００　　地地域域とと一一体体ととななっったた学学校校づづくくりり事事業業 義義務務教教育育課課・・高高校校教教育育課課・・社社会会教教育育課課他他

　　事業費：686,916千円　

８８　　いいじじめめ・・不不登登校校総総合合対対策策事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

　スクールカウンセラー等の専門家や関係機関等との連携・協働、一人一人に応じた多様な
支援により、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、社会的に自立することを目指し、誰も
が安心して学べる魅力ある学校づくりを推進します。

いじめ・不登校

の予防・解消

魅力ある学校

いじめ･不登校

の予防・解消

ススククーールルカカウウンンセセララーー等等

活活用用事事業業

○スクールカウンセラーを全小・

中学校（指定都市を除く）及び

全県立学校に配置

○スクールカウンセラーや各種相

談員への指導助言、緊急を要す

る事案等への対応を行うスクー

ルカウンセラースーパーバイザ

ーを各教育事務所に配置

○県立学校の不登校解消等のため、

訪問相談員等を各学区に配置

いいじじめめ・・不不登登校校対対策策相相談談事事業業

「「子子どどももホホッットトラライインン２２４４」」相相談談事事業業
○土曜・日曜を含む２４時間対応

教育相談の実施

○児童生徒や保護者からの電話相

談・メール相談・面接相談への

対応

○虐待に関する他機関との連携

ＳＳＮＮＳＳをを活活用用ししたた教教育育相相談談事事業業
○児童生徒のコミュニケーション

手段として利用が進むＳＮＳを

活用した双方向システムにより、

様々な悩みや不安等に対応する

教育相談の実施

教教育育相相談談体体制制のの構構築築、、

関関係係機機関関･･地地域域ととのの連連携携
○教育相談ネットワークの構築

○学校警察連絡協議会

○ふくおか児童生徒健全育成サ

ポート制度の適切な運用

○学校の法的対応に関する弁護

士との連携

豊豊かかなな人人間間性性のの育育成成
○福岡県豊かな心育成推進会議

○子どもの人間関係形成や社会性を育成する「ピア・サポート活動」の実践等

（いじめ・不登校を生まない教育活動の推進）

○全中学校区 指定都市･中核市を除

く へのスクールソーシャルワー

カー配置経費の助成

○生徒指導上の諸課題を抱える中学

校区への専門スタッフ（スクール

ソーシャルワーカーや退職警察官）

の配置

○弁護士による学校危機管理に関す

る研修の実施

○不登校や中途退学等生徒指導上の

諸課題を抱える県立高校にスクー

ルソーシャルワーカーを配置

○福岡県いじめ問題総合対策
【改訂版】に基づく取組の実施

○いじめの未然防止・早期発見・早
期対応の手引【改訂版】の活用

○いじめ問題対策連絡協議会
○福岡県県立学校いじめ防止対策

推進委員会
○学校生活・環境多面調査の活用
○保護者用リーフレットの配布

児児童童生生徒徒をを取取りり巻巻くく
生生活活環環境境改改善善事事業業

いいじじめめ問問題題対対策策のの推推進進

○「福岡県不登校児童生徒支援グラン
ドデザイン」の実現
・福岡県不登校児童生徒支援会議
・市町村が設置する教育支援セン

ターの機能強化
・ＩＣＴによる不登校児童生徒への

学習・相談支援
・校内教育支援センター（小学校）

への支援員の配置助成
・保護者用、教員用リーフレット

「アクション 」及び不登校児童生
徒支援リーフレットの配布

・不登校予防診断チェックリストの
活用

・不登校及び不登校兆候児童生徒へ
のチーム支援（マンツーマン方式）

○不登校生徒へのオンライン学習環境
の提供（県立学校）

○県立高校において、「学びの多様化
学校」としての特例学級の設置準備

○博多青松高校の通信制課程において、
協力校でのスクーリング 面接指導
を実施

不不登登校校対対策策のの推推進進

教育相談体制

の整備・充実

不登校児童生

徒の学びの場

の確保
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１１１１　　「「鍛鍛ほほめめ福福岡岡メメソソッッドド」」総総合合推推進進事事業業 義義務務教教育育課課

福岡県独自の指導方法「鍛ほめ福岡メソッド」の実践を通して、子どもの学ぶ意欲や自尊
感情、向上心やチャレンジ精神、勤勉性や困難に立ち向かう心等を育成するとともに、その
成果を県内に広く普及します。

事業費：6,817千円　

−56−



１１２２　　特特別別支支援援教教育育のの推推進進事事業業 特特別別支支援援教教育育課課

　福岡県特別支援教育推進プラン（第２期）に掲げた５つの柱に基づき、インクルーシブ教
育システム構築のため特別支援教育を推進し、障がいのある子どもの自立と社会参加を目指
します。

事業費：433,539千円　

障障ががいいののああるる子子どどもものの自自立立とと社社会会参参加加

【課題】

・対象児童生徒数の増加に伴う特別支援学校の教室不足の解消

・障がいの重度・重複化及び多様化に対応した教育の充実及び教員の専門性の向上

・子どもの多様なニーズへの対応（学びの場の検討、実習先・就職先の開拓）

・進学・就職時における継続性のある指導及び切れ目ない支援

柱 就学前における早期から

の相談・支援の充実

柱 連続性のある多様な学び

の場における教育の充実
柱 卒業後の自立と社会参加

を目指した支援の充実

柱 安全・安心かつ効果的に

学べる教育環境の整備

柱 専門性の向上と支援体制

の整備・充実

○幼稚園等における特別支

援教育推進体制の整備

○市町村教育委員会におけ

る早期からの相談・支援

体制の整備

○障がいのある子供の就学

相談や学びの場の検討等

の支援の充実

○保健・医療及び福祉との

連携の充実

○キャリア教育の充実

○職業教育の推進

○関係機関等との連携の強化

〇ＩＣＴを活用した就職支

援の充実

○学校卒業後に向けた引継

ぎ及び移行支援の充実

○社会体験活動、スポーツ、

文化芸術活動の推進

○特別支援学校設置基準等に

基づいた学校施設の整備

○ＩＣＴ環境の整備

○医療的ケア児への支援と関

係機関との連携の推進

○学習上又は生活上の困難に

応じた教育環境の整備

○特別支援教育を担う人材

の育成及び専門性の維持

向上

○組織としての専門性の強

化及び支援体制の整備・

充実

○教師に求められるＩＣＴ

活用指導力の向上

○障がいの状態や発達段階等

を踏まえた学びの場に応じ

た指導の充実

○学校間接続時における引継

ぎの充実

【【小小・・中中学学校校】】

○特別支援教育の視点を生か

した指導の充実

○通級指導教室の適切な設置

及び指導の充実

○特別支援学級の実態に応じ

た適切な教育課程の編成

【【高高等等学学校校】】

○特別支援教育の視点を生か

した指導の充実

○通級による指導の充実

【【特特別別支支援援学学校校】】

○障がいの重度・重複化及び多

様化に対応した専門性の向上

○特別支援教育のセンター的

機能の役割の発揮

《主な施策・事業》
・「ふくおか就学サポート
ノート」の活用

・高等学校等への特別支援教
育支援員の配置

・高等学校等における通級
指導の実施

・特別支援学校への
や理学療法士等の外部人
材の配置

・特別支援学校における
「ケア・トランポリン」
を活用した授業等の実施

《主な施策・事業》
・県立特別支援学校３校新設

・医療的ケア対応の看護職員
の配置

・医療的ケアガイドラインの
周知

《主な施策・事業》
・現場実習の実施

・清掃検定の実施

・分身ロボットを活用した
テレワーク実習等の実施

《主な施策・事業》
・専門家の派遣による巡回
相談の実施

・幼児期からの就学相談の
実施

１１１１　　「「鍛鍛ほほめめ福福岡岡メメソソッッドド」」総総合合推推進進事事業業 義義務務教教育育課課

福岡県独自の指導方法「鍛ほめ福岡メソッド」の実践を通して、子どもの学ぶ意欲や自尊
感情、向上心やチャレンジ精神、勤勉性や困難に立ち向かう心等を育成するとともに、その
成果を県内に広く普及します。

事業費：6,817千円　
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１１３３　　キキャャリリアア教教育育総総合合推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

　地域の企業・経済団体等と連携して、子どもの発達段階に応じた勤労観・職業観を育み、
自立した生き方を考えさせるためのキャリア教育、各地域のニーズに応じた職業教育を推進
します。

事業費：159,796千円　

高等学校の取組

小・中学校の取組

社会で自立していく力

○社会的・職業的自立に必要な資質・能

力を育成するため、地域と連携した取

組を推進

未来を切り拓く人材育成事業

○産学官連携を行い、高度で実践的なも

のづくり技能をもつ人材を育成

○関連企業への訪問を行い、半導体関連

企業で活躍できる人材を育成

〇燃料電池自動車等の実習環境を整備し、

県内の自動車・半導体関連企業で活躍

できる人材を育成

県立工業高校産業人材育成事業

○進路支援コーディネーターを配置し、

生徒の進路実現に向けた支援を強化

高校生みらい支援事業

○
地
域
の
企
業
・
経
済
団
体
・
農
業
法
人
等
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
等
の
推
進
、
産
業
教
育
の
充
実

○求人開拓や面談の充実による支援強化

や関係機関との連携

新規高卒者の就職支援の充実

特別支援学校の取組

○生徒・保護者の就職に対する意識向

上を図る取組を実施するとともに、

実習先・進路先の開拓を推進

（県立特別支援学校生徒希望進路

実現支援事業）

○幼児・児童・生徒の自立と社会参加を

促進する取組を実施

（未来を切り拓く人材育成事業）

○企業団体と連携して開発した認定資格

を授与する技能検定を実施

（職業教育の充実）

○体験活動の充実

・地域の企業と連携した職場体験学習等の推進

○地域人材の活用

・実際に職業に従事する地域人材をゲストティーチャーとして活用

○一人一人のキャリア形成と自己実現を図る教育の推進

・活動の過程を記述し振り返ることができるキャリア・パスポートの作成と活用

○生徒のＩＣＴ活用スキルを高め進路

選択の幅を広げる取組を実施

（特別支援学校生徒ＩＣＴ活用就職

支援事業）

○高度な職業資格を受検する生徒に検定

料の助成を行い、専門的な知識や技

術・技能を高める産業教育の充実を図

る。

県立高校産業教育の充実
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　事業費：6,503,311千円

１１４４　　ＩＩＣＣＴＴをを活活用用ししたた教教育育推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 施施設設課課・・高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課他他

　学校におけるＩＣＴ環境の整備を進め、これまでの教育実践とＩＣＴを最適に組み合わ
せ、児童生徒の情報活用能力などの資質・能力を伸ばす、令和の時代にふさわしい「新しい
教育」の姿を実現します。

〇義務教育段階の公立学校における、福岡県公立学校情報機器整備基金を活用した 人 台端末の更新

○県立学校の生徒用１人１台タブレット型パソコンの整備

○県立学校の教員用タブレット型パソコンの整備

○県立学校の学習用インターネット環境の整備

○情報、数学、理科等の教育や、ＩＣＴを活用した文理横断的な学びを強化する県立学校に対し、

必要な環境を整備

○教員のＩＣＴ活用をサポートする情報通信技術支援員（ＩＣＴ支援員）の継続配置（全県立学校）

○ 児童生徒の障がいの特性に応じたＩＣＴ機器（分身ロボット・デジタル教科書・入出力支援装置等）

の配備・維持・更新 （県立特別支援学校）

【小・中学校】

○ 教育等、ＩＣＴを活用した教科横断的な学びに関する授業・学習等の在り方について研究

○協力校における情報活用能力育成のためのカリキュラムマネジメントの推進

○指導計画や実践事例等の普及啓発

【県立学校】

○ ＩＣＴを効果的に活用した授業改善や評価方法を研究

○研究指定校において、遠隔・オンライン教育等を活用した新たな教育方法による教科等横断的な学び

に関するカリキュラム開発等を研究

福岡県学校教育ＩＣＴ活用推進方針

ＩＩＣＣＴＴをを活活用用ししたた教教育育のの充充実実

教教員員ののＩＩＣＣＴＴ活活用用指指導導力力のの向向上上

ＩＩＣＣＴＴ環環境境のの整整備備

先先進進的的教教育育モモデデルルのの研研究究

ここれれままででのの教教育育実実践践のの蓄蓄積積
学学習習活活動動のの一一層層のの充充実実

主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの視視点点かかららのの授授業業改改善善×× ＝＝

令令和和のの時時代代ににふふささわわししいい「「新新ししいい教教育育」」

○○各各地地域域、、学学校校のの実実態態等等にに応応じじたた研研修修等等のの実実施施

・各地域や学校の実態やニーズに応じた授業におけるＩＣＴ活用についての校内研修等の支援

○○県県立立学学校校ににおおけけるる授授業業へへのの のの効効果果的的活活用用をを推推進進

・「教育の情報化推進主任」をチーフとして学校全体で授業改善に取り組む体制づくり

・ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりに関する校内研修を充実

学学校校横横断断型型教教育育ププロロググララムムのの実実施施

【県立高校】

○ １人１台タブレット型パソコンを活用した県立

学校全体の多彩な教育資源の共有による、

学校の枠を越えた学習活動の実施

【県立高校】

○ 「情報Ⅰ」を履修する全ての県立高校に

プログラミングの効果的な実習環境を整備

ププロロググララミミンンググ教教育育のの充充実実

○各学校でのデータ分析により生徒自身の学びの振り返りや教員の指導改善に活用できるデジタル

採点システムの活用（県立中・高等学校）

生生徒徒のの学学習習デデーータタのの蓄蓄積積・・分分析析

１１３３　　キキャャリリアア教教育育総総合合推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

　地域の企業・経済団体等と連携して、子どもの発達段階に応じた勤労観・職業観を育み、
自立した生き方を考えさせるためのキャリア教育、各地域のニーズに応じた職業教育を推進
します。

事業費：159,796千円　

高等学校の取組

小・中学校の取組

社会で自立していく力

○社会的・職業的自立に必要な資質・能

力を育成するため、地域と連携した取

組を推進

未来を切り拓く人材育成事業

○産学官連携を行い、高度で実践的なも

のづくり技能をもつ人材を育成

○関連企業への訪問を行い、半導体関連

企業で活躍できる人材を育成

〇燃料電池自動車等の実習環境を整備し、

県内の自動車・半導体関連企業で活躍

できる人材を育成

県立工業高校産業人材育成事業

○進路支援コーディネーターを配置し、

生徒の進路実現に向けた支援を強化

高校生みらい支援事業

○
地
域
の
企
業
・
経
済
団
体
・
農
業
法
人
等
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
等
の
推
進
、
産
業
教
育
の
充
実

○求人開拓や面談の充実による支援強化

や関係機関との連携

新規高卒者の就職支援の充実

特別支援学校の取組

○生徒・保護者の就職に対する意識向

上を図る取組を実施するとともに、

実習先・進路先の開拓を推進

（県立特別支援学校生徒希望進路

実現支援事業）

○幼児・児童・生徒の自立と社会参加を

促進する取組を実施

（未来を切り拓く人材育成事業）

○企業団体と連携して開発した認定資格

を授与する技能検定を実施

（職業教育の充実）

○体験活動の充実

・地域の企業と連携した職場体験学習等の推進

○地域人材の活用

・実際に職業に従事する地域人材をゲストティーチャーとして活用

○一人一人のキャリア形成と自己実現を図る教育の推進

・活動の過程を記述し振り返ることができるキャリア・パスポートの作成と活用

○生徒のＩＣＴ活用スキルを高め進路

選択の幅を広げる取組を実施

（特別支援学校生徒ＩＣＴ活用就職

支援事業）

○高度な職業資格を受検する生徒に検定

料の助成を行い、専門的な知識や技

術・技能を高める産業教育の充実を図

る。

県立高校産業教育の充実
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　教職員の長時間勤務を改善するため、ＩＣカードによる勤務時間の適正な把握など、実効
性のある対策を働き方改革の指針に盛り込み、順次実行することで、教職員が子どもと向き
合う時間の確保や教育の質の向上を図ります。

事業費：765,169千円

１１５５　　児児童童生生徒徒をを取取りり巻巻くく生生活活環環境境改改善善事事業業 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

  学校をプラットフォームとした子どもの貧困対策を展開するため、全中学校区へのスクー
ルソーシャルワーカー（ＳＳＷ）配置など、専門スタッフの配置拡充により、学校の生徒指
導及び教育相談体制を強化し、児童生徒を取り巻く生活環境の改善を図ります。

事業費：92,170千円　

１１６６　　教教職職員員のの働働きき方方改改革革推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 教教職職員員課課・・義義務務教教育育課課・・体体育育ススポポーーツツ健健康康課課他他

教教職職員員がが子子どどももとと向向きき合合うう時時間間のの確確保保、、教教職職員員のの健健康康のの保保持持増増進進・・ワワーーククラライイフフババラランンススのの実実現現

定定時時退退校校日日やや学学校校閉閉庁庁日日のの設設定定

校校務務のの情情報報化化

・児童生徒の出欠や成績処理等の情報を一元管理できる

システムの運用

・学校用グループウェア及びメール連絡網の活用

・デジタル採点システムの活用

部部活活動動指指導導員員のの配配置置

・単独で部活動の指導や引率を行うことができる部活動

指導員を配置

ススククーールルカカウウンンセセララーー、、ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

等等のの外外部部専専門門ススタタッッフフのの活活用用

ななどどのの抜抜本本的的なな取取組組にによよりり、、教教職職員員のの超超過過勤勤務務をを縮縮減減

抜本的な取組が必要

勤勤務務時時間間のの適適正正なな把把握握

・全県立学校において、ＩＣカードによる勤務時間の適正な

把握を実施

・休暇等申請・決裁システムの活用

教教職職員員のの働働きき方方改改革革取取組組指指針針

教教職職員員のの長長時時間間勤勤務務がが深深刻刻化化

（教職員に求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、保護者・地域活動への対応等、その役割が多様化）

部部活活動動のの地地域域移移行行にに向向けけたた実実証証事事業業

・休日の部活動の段階的な地域移行に向けた地域クラブ活

動に関する実証事業

業業務務改改善善のの推推進進

・公立学校における教職員の働き方改革推進ハンドブッ

ク を活用した事業、調査、会議、研修等の見直し
ＩＩＣＣＴＴのの活活用用推推進進をを支支ええるるＩＩＣＣＴＴ支支援援員員のの活活用用

教教員員業業務務支支援援員員・・学学習習指指導導員員等等のの配配置置

貧困をはじめとする子どもの生活環境の改善

○子どもの貧困、家庭状況を要因とする不登校児童生徒数の増加 ○各地域内の不登校等の学校間格差
○ ＳＳＷ配置状況の市町村間格差、ＳＳＷの資質向上等

「チーム学校」による生徒指導及び教育相談体制の強化

（全小・中学校）

小小・・中中学学校校支支援援 県県立立高高校校支支援援

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・子どもの生活環境の改善
・中途退学等の防止

専専門門ススタタッッフフのの配配置置・・派派遣遣

市市町町村村支支援援

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・全中学校区へのＳＳＷ配置経費の
助成

（指定都市・中核市を除く全市町村）

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
ススーーパパーーババイイザザーー

・子どもの生活環境の改善
・ＳＳＷの資質向上

（８校）

（４地区各 名）

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・子どもの生活環境の改善

（指定９中学校区）

弁弁護護士士
・学校危機管理に関する研修の実施
（スクールロイヤー相談窓口事業を活用）

退退職職警警察察官官
・警察等関係機関と連携強化

（指定９中学校区）

＜スーパーバイザー機能＞
・市町村及び小・中学校に対する広域的な支援

教教職職員員がが子子どどももとと向向きき合合うう時時間間のの確確保保、、教教職職員員のの健健康康のの保保持持増増進進・・ワワーーククラライイフフババラランンススのの実実現現

定定時時退退校校日日やや学学校校閉閉庁庁日日のの設設定定

校校務務のの情情報報化化

・児童生徒の出欠や成績処理等の情報を一元管理できる

システムの運用

・学校用グループウェア及びメール連絡網の活用

・デジタル採点システムの活用

・県立高校入試における 出願システムの構築

部部活活動動指指導導員員のの配配置置

・単独で部活動の指導や引率を行うことができる部活動

指導員の配置

ススククーールルカカウウンンセセララーー、、ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

等等のの外外部部専専門門ススタタッッフフのの活活用用

ななどどのの抜抜本本的的なな取取組組にによよりり、、教教職職員員のの超超過過勤勤務務をを縮縮減減

抜本的な取組が必要

勤勤務務時時間間のの適適正正なな把把握握

・ＩＣカードによる勤務時間の適正な把握

・休暇等申請・決裁システムの活用

教教職職員員のの働働きき方方改改革革取取組組指指針針

教教職職員員のの長長時時間間勤勤務務がが深深刻刻化化

（教職員に求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、保護者・地域活動への対応等、その役割が多様化）

部部活活動動のの地地域域移移行行にに向向けけたた実実証証事事業業

・休日の部活動の段階的な地域移行に向けた地域クラブ

活動に関する実証事業

業業務務改改善善のの推推進進

・公立学校における教職員の働き方改革推進ハンドブック

を活用した事業、調査・会議・研修等の見直し
ＩＩＣＣＴＴのの活活用用推推進進をを支支ええるるＩＩＣＣＴＴ支支援援員員のの活活用用

教教員員業業務務支支援援員員、、副副校校長長・・教教頭頭ママネネジジメメンントト支支援援員員、、

学学習習指指導導員員等等のの配配置置
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　「ふくおか社会教育応援隊（県社会教育主事等）」が、市町村規模あるいは広域で活動す
る機関・団体等が実施する社会教育関連事業に対し、効果的・効率的な運営を支援すること
により、地域における社会教育活動の充実及び活性化を図ります。

事業費：　　―　　　

１１７７　　ジジュュニニアアアアススリリーートト育育成成・・女女性性アアススリリーートト支支援援・・
　　　　　　競競技技団団体体等等活活性性化化事事業業

体体育育ススポポーーツツ健健康康課課

事業費：112,389千円　

１１８８　　ふふくくおおかか社社会会教教育育応応援援隊隊事事業業 社社会会教教育育課課

読読
書書
活活
動動
応応
援援
隊隊
・・家家
庭庭
教教
育育
支支
援援
チチ
ーー
ムム
等等

社会教育応援隊 社会教育関連事業

○○

地地
域域
にに
おお
けけ
るる
社社
会会
教教
育育
活活
動動
のの
充充
実実
・・活活
性性
化化

○○

社社
会会
教教
育育
関関
連連
事事
業業
のの
効効
果果
的的
・・効効
率率
的的
なな
運運
営営

○市町村教育委員会

○市町村社会教育・生涯学習

関係課

○教育施設等（小・中学校・

公民館・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等）

○社会教育関係団体（PTA・子
ども会育成会等）

○その他ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等活動団体

連携

○教育事務所及び県立青少年

教育施設職員

（社会教育主事等）

○家庭教育支援

○まちづくり・地域づくり

○公民館活動

○学校支援

○ＰＴＡ活動

○生涯スポーツ

○青少年教育

○読書活動 等

国際大会等世界の舞台で活躍するなど、スポーツの力で県民に夢や感動を与えることのできる

トップアスリートを輩出するため、スポーツに取り組む小・中学生の発掘から始まる各年代の

「育成システム」を構築します。

目目指指すす姿姿：：ススポポーーツツのの力力でで県県民民にに夢夢やや感感動動をを与与ええるる！！

国国民民ススポポーーツツ大大会会常常時時８８位位以以内内入入賞賞 ・・ 国国際際大大会会でで本本県県ゆゆかかりりのの選選手手がが優優秀秀なな成成績績

全ての競技団体が発掘・育成システムを構築、強化拠点の整備

基盤整備 スポーツ医・科学サポートシステム構築

一一貫貫指指導導

シシスステテムム

整整備備

遠征合宿

等の強化

活動充実

支援

全全
国国
のの
トト
ッッ
ププ
アア
スス
リリ
ーー
トト
がが
集集
うう
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会
等等
のの
助助
成成

連

携

国国民民ススポポーーツツ大大会会ふふるるささとと選選手手支支援援

国民スポーツ大会

ふるさと選手の強化活動を支援

重重点点種種目目強強化化

前年度国体上位入賞競技

国民スポーツ大会の

強化活動を支援

女女性性アアススリリーートト

支支援援

遠征合宿支援

小小中中学学生生アアススリリーートトのの発発掘掘・・育育成成

を用いた強化活動を

実施するための

環境整備等を支援

スポーツに取り組む

小・中学生の発掘活動

を支援

連

携

九州各県のジュニア

アスリートを対象に、中央

競技団体へのアスリート

パスウェイを支援

○講師派遣

・対象機関が主催する事業・研修会

の支援

・体験活動・ボランティア活動に関

する企画・立案の支援

・学習プログラム作成の支援

・社会教育に係る調査研究活動の

支援

・その他、市町村の社会教育の振

興等の支援

○情報提供

・講師・活動内容の紹介

・社会教育諸計画の策定等の支援

競技団体等のガバナンス強化

ナナシショョナナルルアアススリリーートト

パパススウウェェイイ構構築築事事業業福福岡岡県県タタレレンントト

発発掘掘事事業業

活活用用競競技技者者等等育育成成

シシスステテムム構構築築事事業業

社社
会会
人人
・・
大大
学学
生生

高高
校校
生生

小小
学学
生生

中中
学学
生生

中中・・高高アアススリリーートト遠遠征征等等支支援援

日本代表候補等の中・高校生を対象とした

海外遠征支援

　教職員の長時間勤務を改善するため、ＩＣカードによる勤務時間の適正な把握など、実効
性のある対策を働き方改革の指針に盛り込み、順次実行することで、教職員が子どもと向き
合う時間の確保や教育の質の向上を図ります。

事業費：765,169千円

１１５５　　児児童童生生徒徒をを取取りり巻巻くく生生活活環環境境改改善善事事業業 高高校校教教育育課課・・義義務務教教育育課課・・特特別別支支援援教教育育課課

  学校をプラットフォームとした子どもの貧困対策を展開するため、全中学校区へのスクー
ルソーシャルワーカー（ＳＳＷ）配置など、専門スタッフの配置拡充により、学校の生徒指
導及び教育相談体制を強化し、児童生徒を取り巻く生活環境の改善を図ります。

事業費：92,170千円　

１１６６　　教教職職員員のの働働きき方方改改革革推推進進事事業業（（一一部部新新規規）） 教教職職員員課課・・義義務務教教育育課課・・体体育育ススポポーーツツ健健康康課課他他

教教職職員員がが子子どどももとと向向きき合合うう時時間間のの確確保保、、教教職職員員のの健健康康のの保保持持増増進進・・ワワーーククラライイフフババラランンススのの実実現現

定定時時退退校校日日やや学学校校閉閉庁庁日日のの設設定定

校校務務のの情情報報化化

・児童生徒の出欠や成績処理等の情報を一元管理できる

システムの運用

・学校用グループウェア及びメール連絡網の活用

・デジタル採点システムの活用

部部活活動動指指導導員員のの配配置置

・単独で部活動の指導や引率を行うことができる部活動

指導員を配置

ススククーールルカカウウンンセセララーー、、ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

等等のの外外部部専専門門ススタタッッフフのの活活用用

ななどどのの抜抜本本的的なな取取組組にによよりり、、教教職職員員のの超超過過勤勤務務をを縮縮減減

抜本的な取組が必要

勤勤務務時時間間のの適適正正なな把把握握

・全県立学校において、ＩＣカードによる勤務時間の適正な

把握を実施

・休暇等申請・決裁システムの活用

教教職職員員のの働働きき方方改改革革取取組組指指針針

教教職職員員のの長長時時間間勤勤務務がが深深刻刻化化

（教職員に求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、保護者・地域活動への対応等、その役割が多様化）

部部活活動動のの地地域域移移行行にに向向けけたた実実証証事事業業

・休日の部活動の段階的な地域移行に向けた地域クラブ活

動に関する実証事業

業業務務改改善善のの推推進進

・公立学校における教職員の働き方改革推進ハンドブッ

ク を活用した事業、調査、会議、研修等の見直し
ＩＩＣＣＴＴのの活活用用推推進進をを支支ええるるＩＩＣＣＴＴ支支援援員員のの活活用用

教教員員業業務務支支援援員員・・学学習習指指導導員員等等のの配配置置

貧困をはじめとする子どもの生活環境の改善

○子どもの貧困、家庭状況を要因とする不登校児童生徒数の増加 ○各地域内の不登校等の学校間格差
○ ＳＳＷ配置状況の市町村間格差、ＳＳＷの資質向上等

「チーム学校」による生徒指導及び教育相談体制の強化

（全小・中学校）

小小・・中中学学校校支支援援 県県立立高高校校支支援援

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・子どもの生活環境の改善
・中途退学等の防止

専専門門ススタタッッフフのの配配置置・・派派遣遣

市市町町村村支支援援

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・全中学校区へのＳＳＷ配置経費の
助成

（指定都市・中核市を除く全市町村）

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
ススーーパパーーババイイザザーー

・子どもの生活環境の改善
・ＳＳＷの資質向上

（８校）

（４地区各 名）

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー
・子どもの生活環境の改善

（指定９中学校区）

弁弁護護士士
・学校危機管理に関する研修の実施
（スクールロイヤー相談窓口事業を活用）

退退職職警警察察官官
・警察等関係機関と連携強化

（指定９中学校区）

＜スーパーバイザー機能＞
・市町村及び小・中学校に対する広域的な支援

教教職職員員がが子子どどももとと向向きき合合うう時時間間のの確確保保、、教教職職員員のの健健康康のの保保持持増増進進・・ワワーーククラライイフフババラランンススのの実実現現

定定時時退退校校日日やや学学校校閉閉庁庁日日のの設設定定

校校務務のの情情報報化化

・児童生徒の出欠や成績処理等の情報を一元管理できる

システムの運用

・学校用グループウェア及びメール連絡網の活用

・デジタル採点システムの活用

・県立高校入試における 出願システムの構築

部部活活動動指指導導員員のの配配置置

・単独で部活動の指導や引率を行うことができる部活動

指導員の配置

ススククーールルカカウウンンセセララーー、、ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー

等等のの外外部部専専門門ススタタッッフフのの活活用用

ななどどのの抜抜本本的的なな取取組組にによよりり、、教教職職員員のの超超過過勤勤務務をを縮縮減減

抜本的な取組が必要

勤勤務務時時間間のの適適正正なな把把握握

・ＩＣカードによる勤務時間の適正な把握

・休暇等申請・決裁システムの活用

教教職職員員のの働働きき方方改改革革取取組組指指針針

教教職職員員のの長長時時間間勤勤務務がが深深刻刻化化

（教職員に求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、保護者・地域活動への対応等、その役割が多様化）

部部活活動動のの地地域域移移行行にに向向けけたた実実証証事事業業

・休日の部活動の段階的な地域移行に向けた地域クラブ

活動に関する実証事業

業業務務改改善善のの推推進進

・公立学校における教職員の働き方改革推進ハンドブック

を活用した事業、調査・会議・研修等の見直し
ＩＩＣＣＴＴのの活活用用推推進進をを支支ええるるＩＩＣＣＴＴ支支援援員員のの活活用用

教教員員業業務務支支援援員員、、副副校校長長・・教教頭頭ママネネジジメメンントト支支援援員員、、

学学習習指指導導員員等等のの配配置置
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  グローバルで多様化した世界の中で、様々な人権問題に気づき、問題解決に向けた行動に
一歩踏み出すことのできる態度・技能（スキル）を身につけた生徒の育成のため、人権問題
に関する有識者等によるワークショップや様々な地域・校種の参加者との交流プログラムを
実施します。

　　　　　事業費：4,927千円　

１１９９　　古古代代日日本本のの「「西西のの都都」」魅魅力力発発信信事事業業 文文化化財財保保護護課課

　日本遺産「古代日本の『西の都』」の魅力を国内外に発信し、広く知ってもらうととも
に、本県の文化・歴史への興味と関心を高める機会を提供します。

事業費：8,203千円

２２００  人人権権がが大大切切ににさされれたた社社会会ををめめざざすす生生徒徒ののリリーーダダーーシシッッププ育育成成事事業業（（新新規規）） 人人権権・・同同和和教教育育課課

・シンポジウムや特別展の開催による魅力発信

・魅力を深める関連文化財の調査研究

・ホームページによる情報発信

＜＜日日本本遺遺産産「「古古代代日日本本のの『『西西のの都都』』」」＞＞

○古代日本の「西の都」とは

・およそ１，３００年前、筑紫の地に東アジアの防衛や国際交流の拠点として栄えた都。

・ の構成文化財があり、主なものとしては大宰府跡や大野城跡、基肄城跡、水城跡がある。

○日本遺産としての認定

・平成２７年 太宰府市単独での認定

・令和２年６月 対象範囲を筑紫地区を中心とした５市２町に広げる追加認定

（筑紫野市、大野城市、春日市、太宰府市、那珂川市、宇美町、佐賀県基山町）

日本遺産「古代日本の『西の都』」の魅力を発信

日本遺産「西の都」を知ってもらい興味と関心を高める機会を提供

大大宰宰府府政政庁庁跡跡

地域活性化 文化財を大切にする心の育成

人権問題の解決に向けた生徒のリーダーシップの育成
人権教育を通して培われた知識や様々な技能、態度をもとに、課題を自ら発見し、

他者と協力しながら学びを深め、論理的に思考・判断し、人権問題の解決に向けて

主体的に行動していく総合的な課題解決能力を育成

事前

研修

研修成果の発表・意見交流

グローバルスタン

ダードな人権に

関する知的理解と

人権感覚の体得

社会をとりまく

様々な人権問題

の解決策について

の熟議

人権分野のエキスパート、

ファシリテーター

による指導 グループ交流
ワークショップ

型研修

中中学学校校、、義義務務教教育育学学校校（（後後期期））、、中中等等教教育育学学校校、、

高高等等学学校校、、特特別別支支援援学学校校 中中学学部部・・高高等等部部 のの生生徒徒

家
庭
・地
域
、
関
係
機
関
及
び
他
校
種
と
の
連
携

教教員員

研
修
前
後
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト

事後

研修

主体的な

学びを促す

指導スキル

の向上

講師、ファシリテーター

による指導助言

合宿

研修

教員の指導力向上

グローバルな視点

から人権がもつ価値

や重要性の理解

より深い

児童生徒

理解

教員同士の

協議
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